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研究成果の概要（和文）：著書4冊、雑誌論文4本、口頭報告10本の研究成果を得た。東山道地域の交通路・官衙・大土
地経営体を具体的に取り上げて特性・機能等について検討し、それらを総合することで東山道における地域社会の様相
を復原した。また、東山道に関する9世紀までの文献史料および木簡などの出土文字資料を収集して、データベース（
約4500件）を構築した。

研究成果の概要（英文）：I researched features and faculties of roads, public offices and large landed 
managements on Tosando region in ancient Japan, and described the local society, using the result of 
research.And I collected historical materials about Tosando region, built databases(contained 4500 data). 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
（１）地方官衙に関する研究の進展 
 日本古代史の分野では、文献史料に乏しい
ことなどを理由として、地域社会に関する研
究が長く停滞してきた。しかし近年になって、
発掘調査の進展によって地方の官衙・古代寺
院・荘園などに関する情報が飛躍的に増し、
出土文字資料（木簡・墨書土器など）も蓄積
されつつある。特に官衙については、一郡の
中に大規模な官衙遺跡が複数発見される事
例などが多くあり、単一の主体・拠点に収斂
されない地域社会の多様性が明らかになっ
てきた。そこで、こうした事実を念頭に置き
ながら、地域社会のあり方を再検討する必要
性が生じている。 
 
（２）大土地経営研究の進展 
 7 世紀後半～8 世紀前半には、「公地公民
制」が貫徹して私的土地所有が存在しなかっ
たと長らく考えられてきた。しかし、最近の
研究（研究代表者のものを含む）によって、
この時期にも貴族・豪族・寺院・官司などの
営む大土地経営体（荘園・牧など）が広範囲
に存在していたことが明らかとなり、そうし
た経営体の特性についても検討が深められ
つつある。大土地経営体は、地域社会におい
ても、地域内の結合の様相を知るためにも、
中央と地方の結合のあり方を考える上でも
重要な意義を有していたと考えられる。地域
社会のあり方を探る上で、大土地経営体につ
いて研究する有効性が高まりつつあるとい
える。 
 
（３）交通研究の成果の活用 
 奈良～平安時代には、都を中心とした放射
線状の交通路（駅路）が整備されており、駅
路に沿って地方行政単位である「道」が設定
されていた。一方で近年では、駅路とは別に
地方間を結ぶ交通路（「伝路」「伝」）の存在
や、複数の路線が並存する駅路の区間などが
注目され、公的な交通体系が複線的なあり方
を示していたことが明らかにされつつある。
地域における交通路のあり方は、地域内、そ
して超地域的な結合の様態をダイレクトに
反映していると考えられる。そこで、複線的
な交通のあり方に着目しつつ、その具体的様
相を復元することによって、地域社会の特性
を解明することが可能になると考えられる。 
 
 上記（１）～（３に示した近年の研究成果
をうけつつ、交通路を核として地域社会にお
ける官衙・大土地経営体などのあり方を総合
的に検討することで、古代の地域社会の実相
について従来の研究を大きく越える成果を
得ることが期待できる。 
 
２．研究の目的 
 
（１）概要 

 奈良～平安時代の地方行政単位である東
山道を主要な研究対象として、古代の地域社
会の実相を精細に復原することを最大の目
的とする。具体的には、地域社会の多様性に
留意しつつ、交通路に関する検討を中心に据
え、地域社会における官衙・大土地経営体な
どのあり方を総合的に検討することで、地域
社会の実像にせまる。 
 
（２）明らかにしようとしたこと 
①地域情報の全体像 
東山道諸国についての文献史料および出
土文字資料、交通路・官衙・大土地経営体に
関わる遺跡に関する情報を網羅的に収集し
て、地域情報の全体像を把握する。 
 
②交通路の特性・機能 
 ①で収集した地域情報を利用して、東山道
における交通路の特性や国家施策との関係
などを検討し、地域社会において交通路が果
たしていた機能を明らかにする。 
 
③官衙の特性 
 ①で収集した地域情報を利用するととも
に、他地域との比較などを通じて、東山道に
おける官衙の特性や交通路との関係などを
検討し、地域社会における官衙の役割を明ら
かにする。 
 
④大土地経営体の特性 
 他地域における大土地経営体のあり方に
ついて検討を加えて、地域社会における大土
地経営体の存在形態・機能などを明らかにす
るとともに、①で収集した地域情報を利用し
て、東山道諸国における大土地経営体のあり
方について明らかにする。 
 
⑤地域社会の特性 
 ②～④の検討を総合して、地域社会の特性
について明らかにする。その際には、いくつ
かの事例地を取り上げて、実地に即した具体
的な検討を試みる。 
 
⑥東山道諸国の特性 
 ①～⑤を総括して、他地域と比較した東山
道諸国の特性を明らかにする。なお、東山道
諸国は馬の生産や、移民の安置などを通じて、
古墳時代より朝鮮半島の影響を強く受けて
いた。こうした点についても検討を加える。 
 
３．研究の方法 
（１）地域情報の集積 
 東山道の駅路および東山道諸国に関する
文献史料（国史・法制史料・文学史料・個別
文書など）を、国・郡を単位として収集する。
また、東山道の官衙・寺院・大土地経営体や
交通路に関わる遺跡の情報も、同様に国・郡
を単位として集積する。情報はデータベース
化して、（２）以下の項目にて使用する。ま
た、データベース自体も公開する。 



 史料収集は、長野県飯田市歴史研究所・東
京大学史料編纂所・長野県立歴史館と連携し
て進める。 
 
（２）交通路に関する研究 
 東山道における交通路に関して、推定経路
とその変遷、周辺の官衙・大土地経営体との
関係、国家政策との関連などについて検討を
加え、交通路の歴史的展開や地域社会で果た
した役割などを明らかにする。 
東山道における交通路と地域社会の関係
については、古代交通や東山道地域の研究者
を中心としたシンポジウムを開催し、知見を
深める。 
 
（３）官衙に関する研究 
 東山道における官衙について、比定地や機
能、変遷、交通路との関係などについて検討
を加え、必要に応じて官衙を経営した地方豪
族のあり方についても考察する。そして、官
衙が地域社会で果たした役割を明らかにす
る。 
 
（４）土地経営・大土地経営体に関する研究 
 東山道および他地域における土地経営や
大土地経営体の様相について、淵源や歴史的
展開、国家的政策との関係などをふまえて、
具体的かつ総合的に明らかにする。 
 
（５）東山道における地域社会の総合的解明 
 （１）～（４）を総合して、東山道におけ
る地域社会の特性について、いくつかの事例
地を設定して総合的に解明する。 
 
４．研究成果 
（１）地域情報の集積 
 六国史、『古事記』、『類聚国史』、『日本紀
略』、『公卿補任』、『類聚三代格』、『延喜式』、
『万葉集』、『日本霊異記』、正倉院文書、東
南院文書、『平安遺文』所載文書など、おお
むね９世紀代までの文献史料を網羅的に収
集するとともに、木簡・金石文を中心とした
出土文字資料の収集を進め、約 4500 件のデ
ータを収集した。 
 収集にあたっては、東京大学大学院生の垣
中健志（2013 年度）・林奈緒子（2013～15 年
度）両氏の協力を仰いだ。また、長野県飯田
市歴史研究所における共同研究「古代・中世
史料収集」プロジェクトと提携して事業を進
め、東京大学史料編纂所・長野県立歴史館と
も連携をはかった。 
 史料収集の成果の一部は、図書③にて発表
している。また、収集したデータの全体につ
いては、若干の整理を加えて、まもなく公開
する予定である。 
 
（２）交通路に関する研究 
論文 3本（雑誌論文①②④）と報告 2本（学
会発表⑧⑨）、その他 1 本（その他①）の成
果を得た。 

雑誌論文④と学会発表⑨では、奈良時代初
期（和銅年間）に美濃・信濃間に設けられた
キソヂ（「伎蘇道」「岐蘇山道」「吉蘇路」）と、
信濃国内に設けられたスハヂ（「須芳山嶺
道」）について検討した。まず、スハヂの経
路に関する諸説を整理した後、信濃国の諏方
地方と甲斐国を結ぶ交通路であった可能性
を指摘した。さらに、和銅～養老年間に、交
通路の改変と地方行政単位の再編をともな
う大規模な地方改革が推進されていたこと
を指摘し、キソヂ・スハヂが地域間の結合を
再編する役割を担っており、養老 5年（721）
に信濃国から諏方国が分置される前提とな
ったことを指摘した。 
雑誌論文①と学会発表⑧では、信濃国伊那
郡における東山道駅路の経路、官衙と交通路
の関係、地域内での結合の様態などについて
検討を加えた。伊那郡の東山道駅路について
は複数の復原案があり、全国的にも注目され
ている。本研究では、「大道」「道下」「街道
筋」「街道端」「大道端」などの地名や、寺院
や官衙に関連する遺跡の分布などから、新た
な路線復原案を提示した。さらに、この知見
を前提としながら、伊那郡内の小地域に勢力
を張る豪族たちが、東山道駅路を通じて相互
交流を図り、共同で郡務にたずさわっていた
という情勢を復原した。 
以上は、交通路の具体的経路、機能・役割、
国家政策との関係などの面で、従来の説を克
服する画期的な成果を含んでいる。なお、雑
誌論文②については、次項で説明する。 
2013 年 8 月 24 日（土）に、長野県飯田市
にて「日本古代社会における交通と地方社
会」と題するシンポジウムを開催した。加藤
友康（明治大学）・田島公（東京大学史料編
纂所）・福島正樹（長野県立歴史館）・海老沼
真治（山梨県立博物館）・磐下徹（大阪市立
大学）・中里信之（長野県阿智村教育委員
会）・市澤英利（長野県飯田市上郷考古博物
館館長）の各氏による講演・発表を経て討論
を行い、東山道駅路の役割や変遷、時代ごと
の他地域との交流の様相など、幅広い内容に
ついて知見が深められた。東山道をテーマに
した本格的なシンポジウムは「東山道サミッ
ト」以来約 20 年ぶりのことであり、新たな
研究の出発点として重要な位置づけを与え
られうるものであった。 
 
（３）官衙に関する研究 
 論文 2本（雑誌論文①②）と報告 2本（学
会報告⑥⑦）の成果を得た。 
 雑誌論文①は、前項にて説明した。 
 雑誌論文②は、雑誌論文①の成果をもとに
しながら、上野国などの事例を参考にしなが
ら、信濃国伊那郡家跡（恒川官衙遺跡）が東
山道駅路に隣接して存在していたことを論
証した。これは、古代における官衙と交通路
の関係について考える上でも重要なサンプ
ルとなる事例である。 
 学会報告⑥では、伊那郡家跡の発掘調査の



成果とも結びつけながら、そこに勤務してい
た郡司の実態について、全国的な傾向をふま
えて明らかにした。学会報告⑦では、伊那郡
家跡に付属する祭祀跡とみられる恒川清水
の発掘成果を紹介しながら、奈良時代の祭祀
跡が現在まで信仰の舞台として存続してい
ったことを明らかにした。いずれも、古代の
郡司や郡家について考える上で有力な材料
を提供する内容であった。 
 
（４）土地経営・大土地経営に関する研究 
 著書 1 冊（図書②）、論文 2 本（雑誌論文
③、図書④所収論文）、報告 2 本（学会報告
③⑤）、その他 2 本（その他③④）の成果を
得た。 
 図書②・雑誌論文③では、古代の土地経
営・大土地経営体のあり方を具体的な事例地
に即して復原するとともに、大土地経営と国
家的土地制度の時期ごとの特性と歴史的展
開を確認しながら、両者の関係性の推移を動
的に観測した。そして、地域社会における大
土地経営体の機能・役割とその変遷について
跡づけるとともに、日本における土地所有観
念の成立について見通しを示した。特に図書
②は、古代史の通説に再考をせまる論点を多
く提示したばかりでなく、日本における土地
所有の歴史にも新たな視点を導入する内容
を有している。 
 図書④所収論文では、班田収授制のもとで
口分田を用意し維持していく際に必要とな
る開発が地方豪族によって推進されていっ
た様相を明らかにした。班田収授制の内実や、
この制度をめぐる中央と地方の関係につい
て具体的に明らかにした点で画期性を有す
る論考である。 
 学会報告③⑤では、戦後過小評価されがち
であった「大化の改新」の達成点について冷
静に評価しようという近年の研究動向をう
け、孝徳朝における土地制度について検討し
た。そして、後の班田収授制とは質的に異な
るものの、中国の影響を受けた先進的な土地
政策がとられていたことを明らかにした。 
 
（５）東山道における地域社会の総合的解明 
 論文 3本（雑誌論文①②、図書④所収論文）
と報告 4本（学会発表①②④⑧）の成果を得
た。 
 信濃国および同国伊那郡を事例地として
地域社会の動向を検討した雑誌論文①②、学
会発表⑧については、前項までで説明した。 
 図書④所収論文と学会発表①②は、美濃国
席田郡を事例地として、和銅～養老期の地方
政策や交通政策を推進した美濃守笠麻呂の
影響下で、朝鮮半島からの移民を中心として
郡が成立したことを明らかにした。特殊な任
務を負って建郡されたであろう席田郡につ
いてはいまだに謎が多いが、その解明の突破
口となり得る視点を導入した。学会発表④は、
古墳時代以来の朝鮮半島と美濃のつながり
について考察したもので、席田郡の建郡につ

いても検討を加えた。 
 
（６）総括 
 （１）～（５）の成果は、いずれも従来の
研究では到達しえなかった結論を導いてお
り、本研究における古代の地域社会へのアプ
ローチの有効性が確認できた。研究期間の都
合もあり、少数の事例地にとどまってしまっ
た憾みもあるが、今後もより多くの事例地を
設定して検討を深めていきたい。 
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